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(57)【要約】
【課題】ダストボックスを昇降する際の負荷を軽減する
ともに、電装ボックスから駆動モータへ容易に電力を供
給することができる空気調和機を提供する。
【解決手段】熱交換器１１及び送風機９を有する本体ユ
ニット１と、この本体ユニット１の下方に配置され、吸
込グリル３０を有する化粧パネル２１とを備え、吸込グ
リル３０が本体ユニット１に対して昇降可能に取り付け
られた空気調和機において、本体ユニット１と吸込グリ
ル３０との間には、化粧パネル２１の吸込グリル３０を
通じて吸い込んだ空気中の塵埃を捕集するエアフィルタ
４０と、本体ユニット１と配線で接続され、このエアフ
ィルタ４０に付着した塵埃２００を除去する除去手段５
０とを有するフィルタユニット１３０が設けられ、この
フィルタユニット１３０は、吸込グリル３０を降下させ
たときに、本体ユニット１内の電装ボックス１９が表出
可能なように本体ユニット１に対して開閉自在に取り付
けられている。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱交換器及び送風機を有する本体ユニットと、この本体ユニットの下方に配置され、吸
込グリルを有する化粧パネルとを備え、前記吸込グリルが前記本体ユニットに対して昇降
可能に取り付けられた空気調和機において、
　前記本体ユニットと前記吸込グリルとの間には、前記化粧パネルの吸込グリルを通じて
吸い込んだ空気中の塵埃を捕集するエアフィルタと、前記本体ユニット側に配置された電
装ボックスと配線で接続され、このエアフィルタに付着した塵埃を除去する除去手段とを
有するフィルタユニットが設けられ、
　このフィルタユニットは、前記吸込グリルを降下させたときに、前記本体ユニット内の
前記電装ボックスが表出可能なように前記本体ユニットに対して開閉自在に取り付けられ
ていることを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　前記フィルタユニットは、前記本体ユニットと回動軸を介して開閉自在に支持されてい
ることを特徴とする請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記回動軸は、前記電装ボックスの取付位置と反対側に設けられていることを特徴とす
る請求項２に記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記吸込グリルは、前記除去手段で除去された塵埃が当該除去手段から移されて集積さ
れるダストボックスを備えることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１つに記
載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸込グリルから吸い込んだ空気中の塵埃を捕集するエアフィルタを備えた空
３気調和機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、熱交換器及び送風機を有する本体ユニットと、この本体ユニットの下方に配置さ
れる化粧パネルとを備えた空気調和機が知られている。この種の空気調和機では、化粧パ
ネルの吸込グリルにエアフィルタが取り付けられており、吸込グリルから吸い込んだ空気
中の塵埃をこのエアフィルタによって捕集している。
　このエアフィルタは、空気調和機の累積運転時間が長くなると上記塵埃によって目詰ま
りが生じてしまう。これを解消するために、エアフィルタが配置された吸込グリルを昇降
可能とし、エアフィルタに付着した塵埃を除去する回転ブラシと、この回転ブラシで除去
した塵埃を捕集するダストボックスと、このダストボックス及び回転ブラシをエアフィル
タに沿って移動させるガイドレール及び駆動モータと、を吸込グリル上に設けたものが提
案されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００７－４０６８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、従来の構成では、吸込グリル上には、エアフィルタ、回転ブラシ、ダストボッ
クス、ガイドレール及び駆動モータが配置され、これらが一緒に昇降するようになってい
るため、この吸込グリルの重量が大きくなり、当該吸込グリルを昇降させる昇降モータへ
の負荷が大きいといった問題があった。
　また、従来の構成では、空気調和装置本体内に内蔵される電装ボックスから上記駆動モ
ータへ電力を供給する必要があるが、駆動モータが吸込グリルと一緒に昇降するようにな
っているため、電力を供給するための配線や供給機構が複雑であった。
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【０００４】
　そこで、本発明は、上述した従来の技術が有する課題を解消し、ダストボックスを昇降
する際の負荷を軽減するともに、電装ボックスから駆動モータへ容易に電力を供給するこ
とができる空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、熱交換器及び送風機を有する本体ユニットと、この本体ユニットの下方に配
置され、吸込グリルを有する化粧パネルとを備え、前記吸込グリルが前記本体ユニットに
対して昇降可能に取り付けられた空気調和機において、前記本体ユニットと前記吸込グリ
ルとの間には、前記化粧パネルの吸込グリルを通じて吸い込んだ空気中の塵埃を捕集する
エアフィルタと、前記本体ユニット側に配置された電装ボックスと配線で接続され、この
エアフィルタに付着した塵埃を除去する除去手段とを有するフィルタユニットが設けられ
、このフィルタユニットは、前記吸込グリルを降下させたときに、前記本体ユニット内の
前記電装ボックスが表出可能なように前記本体ユニットに対して開閉自在に取り付けられ
ていることを特徴とする。
　この構成によれば、除去手段が吸込グリルと一緒に昇降しないので、吸込グリルを昇降
させるための駆動モータに作用する負荷を軽減できる。また、電装ボックスから除去手段
までの距離がほぼ一定となり、電力供給を配線などの容易な手段を用いて容易に行うこと
ができる。
【０００６】
　また、前記フィルタユニットは、前記本体ユニットと回動軸を介して開閉自在に支持さ
れていてもよい。
　この構成によれば、本体ユニットに対してフィルタユニットを回動させるだけで開閉が
可能となる。
【０００７】
　さらに、前記回動軸は、前記電装ボックスの取付位置と反対側に設けられていてもよい
。
　この構成によれば、フィルタユニットが開いた状態で、本体ユニットに対して大きく開
口した位置から電装ボックスが表出するようになる。
【０００８】
　また、前記吸込グリルは、前記除去手段で除去された塵埃が当該除去手段から移されて
集積されるダストボックスを備えるようにしてもよい。
　この構成によれば、ダストボックスが吸込グリルと一緒に昇降するので、ダストボック
ス内の塵埃の廃棄を容易に行うことができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、熱交換器及び送風機を有する本体ユニットと、この本体ユニットの下
方に配置され、吸込グリルを有する化粧パネルとを備え、前記吸込グリルが前記本体ユニ
ットに対して昇降可能に取り付けられた空気調和機において、前記本体ユニットと前記吸
込グリルとの間には、前記化粧パネルの吸込グリルを通じて吸い込んだ空気中の塵埃を捕
集するエアフィルタと、前記本体ユニット側に配置された電装ボックスと配線で接続され
、このエアフィルタに付着した塵埃を除去する除去手段とを有するフィルタユニットが設
けられ、このフィルタユニットは、前記吸込グリルを降下させたときに、前記本体ユニッ
ト内の前記電装ボックスが表出可能なように前記本体ユニットに対して開閉自在に取り付
けられているので、除去手段が吸込グリルと一緒に昇降しないので、吸込グリルを昇降さ
せるための駆動モータに作用する負荷を軽減することができる。
　また、除去手段が吸込グリルと一緒に昇降しないため、本体ユニット側に配置された電
装ボックスから除去手段までの距離がほぼ一定となり、電力供給を配線などの容易な手段
を用いて容易に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１０】
　以下、本発明の一実施の形態を、図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の実施の形態に係る天井埋込型空気調和機１００の斜視図であり、図２
は天井埋込型空気調和機１００の分解斜視図である。また、図３は天井埋込型空気調和機
１００の断面図である。
　天井埋込型空気調和機１００は、図１乃至図３に示すように、箱形に形成された板金製
の本体ユニット１を有し、この本体ユニット１と、フィルタチャンバ２０と、化粧パネル
２１とが三段に重ねられて構成されている。
　本体ユニット１の外側面には、図１に示すように、複数の吊り金具１Ｂが設けられてお
り、各々の吊り金具１Ｂには、図３に示すように、天井面１１０に固定された吊下ボルト
２がナット４（図１）によって固定され、これらの吊下ボルト２を介して、天井埋込型空
気調和機１００は天井面１１０から吊り下げ設置される。この場合、天井埋込型空気調和
機１００の化粧パネル２１は、上記天井面１１０の下方に天井裏空間１１１を介して設け
られる天井板１１２に配置されて被調和室に露出している。
【００１１】
　図３に示すように、本体ユニット１の内部には、側板１Ａ及び天面の内側に発泡スチロ
ール製の断熱材３がほぼ全面にわたって配置されており、この断熱材３の内側に、送風機
９、及び熱交換器１１が収容されている。
　送風機９は、シャフトを下向きに配置されたモータ５と、モータ５のシャフトに取り付
けられたターボファン７とで構成されている。熱交換器１１は、上面視で五角形に成形さ
れたプレートフィン型の熱交換器であり、送風機９を取り囲むように配置される。
【００１２】
　熱交換器１１の下方には、熱交換器１１の下面１１Ａを覆うように、発泡スチロール樹
脂等の合成樹脂製のドレンパン１３が配設され、ドレンパン１３に溜まるドレンを外部に
排出するドレンポンプ（図示略）が設けられている。
　ドレンパン１３は、本体ユニット１の側板１Ａの内面に接するように配設され、ドレン
パン１３の中央には吸込開口１４が開口し、周縁部には熱交換器１１を通った送風機９の
排気を通すための吹出開口１５が形成されている。吸込開口１４の上部には、吸込開口１
４を通った被調和室の空気を送風機９に案内するノズル１７が取り付けられている。また
、ドレンパン１３の左下側（図３参照）には、天井埋込型空気調和機１００の制御回路や
電源回路等を収容した電装ボックス１９がねじ止めによって取り付けられている。
【００１３】
　フィルタチャンバ２０は、ドレンパン１３の直下に重ねて配設されており、フィルタチ
ャンバ２０にはドレンパン１３の吹出開口１５に連通する通風孔２５と、吸込開口１４に
連通する矩形状の吸込開口２６とが形成されている。この吸込開口２６は、この吸込開口
２６の四辺に沿って形成される枠部２６Ａによって画成されている。また、この枠部２６
Ａには、図１及び図２に示すように、フィルタユニット１３０が本体ユニット１及びフィ
ルタチャンバ２０に対して開閉自在に取り付けられている。
【００１４】
　フィルタユニット１３０には、吸込開口２６を通じて本体ユニット１に流入する被調和
室内の空気中に含まれる塵埃を捕集するエアフィルタ４０が嵌め込まれている。このエア
フィルタ４０は、網目状に形成されるフィルタ素材４１と、このフィルタ素材４１を支持
する格子状に形成されたフィルタ支持枠４２とを備え、これらフィルタ素材４１とフィル
タ支持枠４２とが一体に形成されている。
【００１５】
　また、フィルタユニット１３０には、エアフィルタ４０の風上側、すなわちエアフィル
タ４０の下面（捕集面）側に、当該エアフィルタ４０に付着した塵埃を自動的に除去する
掃除機構（除去手段）５０を備える。この掃除機構５０は、エアフィルタ４０の下面を、
図３に矢印Ｘで示す方向に移動可能に構成されており、この移動の際に当該エアフィルタ
４０に付着した塵埃を除去するものである。なお、掃除機構５０及びフィルタユニット１
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３０についての詳細は後述する。
【００１６】
　フィルタチャンバ２０の下面には、被調和室内に露出する化粧パネル２１がねじ（図示
略）等により取り付けられている。化粧パネル２１には、被調和室の空気を吸込む吸込口
２２と、熱交換器１１を通った調和空気を被調和室に吹き出す吹出口２３とが形成され、
この吹出口２３には、風向を変更するためのルーバ２４が設けられている。
　吸込口２２はフィルタチャンバ２０の吸込開口２６に連通し、吹出口２３はフィルタチ
ャンバ２０の通風孔２５に連通する位置および形状に形成されている。
【００１７】
　また、化粧パネル２１には、吸込口２２に嵌合する吸込グリル３０と、吸込グリル３０
を４本の吊紐３６、３７、３８、３９によって昇降自在に支持する昇降ユニット３５とが
取り付けられている。本実施形態では、吸込グリル３０と昇降ユニット３５とを備えて昇
降手段が構成される。吸込グリル３０の中央には室内空気を吸い込む吸込口３１が形成さ
れ、この吸込グリル３０が吸込口２２に嵌合した状態で吸込口３１が吸込開口２６に連通
する。
【００１８】
　昇降ユニット３５は、化粧パネル２１の内側、すなわちフィルタチャンバ２０側の面に
、板金製のステー（図示略）を介して取り付けられ、４本の吊紐３６～３９を繰り出し、
或いは巻き戻すことにより、所定の範囲で吸込グリル３０を昇降させる。
　吸込グリル３０は、その一辺に２本の吊紐３６、３７が固定され、他辺に２本の吊紐３
８、３９が固定されている。昇降ユニット３５は、吊紐３６、３７の繰り出し及び巻き戻
しを行う第１機構（図示略）と、吊紐３８、３９の繰り出し及び巻き戻しを行う第２機構
（図示略）と、これら第１機構及び第２機構を制御する制御基板（図示略）とを、一つの
筐体に収納したものである。
【００１９】
　吊紐３６～３９は、その一端がそれぞれ吸込グリル３０の裏面、すなわち図１中上側の
面に固定され、他端は、化粧パネル２１の裏面に設けられたガイド５５，５６によって水
平方向に転向され、昇降ユニット３５内に収容される。
　上記の第１機構は、吊紐３６、３７が巻き回されるボビン（図示略）、ボビンを回転さ
せるギア（図示略）及びモータ（図示略）を内蔵し、このモータの正転或いは逆転動作に
よってボビンが正方向または逆方向に回転され、吊紐３６、３７の繰り出し或いは巻き戻
しが行われる。同様に、吊紐３８、３９の他端は第２機構が備えるボビン（図示略）に巻
き回され、第２機構が有するモータの正転或いは逆転動作がギアを介してボビンに伝達さ
れ、ボビンが正方向または逆方向に回転されて、吊紐３８、３９の繰り出し或いは巻き戻
しが行われる。
　また、吸込グリル３０には、図３に示すように、この吸込グリル３０を化粧パネル２１
の吸込口２２に嵌合した際に、上記昇降ユニット３５と対向する一方の辺３０Ａと反対側
の他方の辺３０Ｂに沿って、ダストボックス５７が配置されている。このダストボックス
５７は、掃除機構５０で除去された塵埃が当該掃除機構５０から移されて集積されるもの
であり、吸込グリル３０に昇降可能に支持されている。
　本構成では、フィルタチャンバ２０にエアフィルタ４０と、このエアフィルタ４０上の
塵埃を除去する掃除機構５０とを備え、この掃除機構５０で除去された塵埃が当該掃除機
構５０から移されて集積されるダストボックス５７が吸込グリル３０に昇降可能に支持さ
れている。このため、エアフィルタ４０と掃除機構５０とをフィルタチャンバ２０に残し
た状態で、ダストボックス５７を吸込グリル３０とともに昇降させることができるため、
昇降ユニット３５の負荷の軽減を図ることができる。
【００２０】
　このように構成される天井埋込型空気調和機１００は、図示しない室外機から供給され
る冷媒を熱交換器１１に通して、熱交換器１１を蒸発器または凝縮器として機能させ、図
３に示すように、送風機９の動作によって吸込口３１から被調和室の室内空気を吸い込み
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、吸込開口２６、吸込開口１４、及びノズル１７を通して室内空気を熱交換器１１に通し
て冷却または加熱し、調和空気とする。そして、天井埋込型空気調和機１００は、送風機
９の動作によって、調和空気を吹出開口１５及び通風孔２５を通して吹出口２３から被調
和室に吹き出し、被調和室を冷房または暖房する。
【００２１】
　次に、掃除機構５０について説明する。
　掃除機構５０は、図１に示すように、エアフィルタ４０の全幅に渡って延在する横長の
ブラシユニット５１と、このブラシユニット５１をエアフィルタ４０の下面で移動可能に
支持する一対のガイドレール５２Ｌ，５２Ｒとを備える。これらガイドレール５２Ｌ，５
２Ｒは、長尺の角柱状に形成されており、その上面には、当該ガイドレール５２Ｌ，５２
Ｒの全長に亘ってラックギア（図示略）が形成されている。また、ガイドレール５２Ｌ，
５２Ｒは、後述するフィルタユニット１３０の枠体１３０Ａにその両端部が支持されてい
る。
　掃除機構５０は、天井埋込型空気調和機１００の運転が停止している時間に、エアフィ
ルタ４０の下面を往復移動して、このエアフィルタ４０に付着した塵埃を自動的に除去す
るものである。天井埋込型空気調和機１００の運転中には、ブラシユニット５１は、通風
を阻害しない待機位置（例えば、昇降ユニット３５の上方）に位置している。
【００２２】
　図４は、ブラシユニット５１の外観斜視図であり、図５は、図４の状態から上側ケース
を外した状態を示す斜視図である。
　ブラシユニット５１は、図４に示すように、一対のガイドレール５２Ｌ，５２Ｒ上に配
置されるケース体６１を備え、このケース体６１は、下側ケース６２とこの下側ケース６
２に組み合わされる上側ケース６３とから構成される。ケース体６１には、図５に示すよ
うに、このケース体６１の全幅に渡って延在する横長の回転ブラシ６４が配置され、図４
に示すように、上側ケース６３の上面６３Ａには、当該回転ブラシ６４の外周部がケース
体６１の外側に向けて突出する開口部６３Ｂが形成されている。
　また、ケース体６１には、このケース体６１の一端側６１Ａに配置されて回転ブラシ６
４を回転駆動するブラシ駆動機構６５と、当該ケース体６１の他端側６１Ｂに配置されて
当該ケース体６１をガイドレール５２Ｌ，５２Ｒ上で移動させる移動機構６６とが形成さ
れている。
【００２３】
　ブラシ駆動機構６５は、下側ケース６２にねじ止めされているブラシ駆動モータ７１と
、当該下側ケース７２に収容されてブラシ駆動モータ７１の駆動軸に設けられたピニオン
（図示略）に噛合う第１変速車７３と、この第１変速車７３と同軸上に設けられる第２変
速車７４と、この第２変速車７４に噛合う第３変速車７５と、この第３変速車７５と同軸
上に設けられる第４変速車７６とを備え、この第４変速車７６が回転ブラシ６４の一方の
軸端部に設けたピニオン７７に噛合っている。これら第１変速車７３～第４変速車７６は
、ブラシ駆動モータ７１の回転数を回転ブラシ６４用の回転数まで減速させる減速車とし
て機能するとともに、回転ブラシ６４の回転方向を規定する。ブラシ駆動モータ７１は、
図５中の矢印Ａ方向（反時計周り方向）に回転駆動するように制御され、このブラシ駆動
モータ７１の回転が上記第１変速車７３～第４変速車７６を介することにより、減速され
て回転ブラシ６４に伝達されるため、この回転ブラシ６４は、図５中の矢印Ｂ方向（時計
周り方向）に回転される。これにより、エアフィルタ４０に付着した塵埃がエアフィルタ
４０の回転により掻き落とされ、この掻き落とされた塵埃はケース体６１の内部に捕集さ
れる。
【００２４】
　移動機構６６は、図５に示すように、下側ケース６２にねじ止めされている移動用モー
タ８１と、当該下側ケース７２に収容されて移動用モータ８１の駆動軸に設けられたピニ
オン（図示略）に噛合う第５変速車８２と、この第５変速車８２と同軸上に設けられる第
６変速車８３と、この第６変速車８３に噛合う第７変速車８４と、この第７変速車８４と
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同軸上に設けられる第８変速車８５と、この第８変速車８５に噛合う第９変速車８６と、
この第９変速車８６と同軸上に設けられる第１０変速車８７とを備え、この第１０変速車
８７が一方のガイドレール５２Ｒのラックギアに噛合うピニオン８８と噛合っている。こ
のピニオン８８には、下側ケース６２の幅方向に亘って設けられる回転軸８９の一端が連
結され、この回転軸８９の他端には上記ピニオン８８と同径、同歯数のピニオン９０が連
結されている。このピニオン９０は、他方のガイドレール５２Ｌのラックギアに噛合って
いる。これらラックギア上をピニオン８８，９０が回転することによって、図３に示すよ
うに、ブラシユニット５１を、エアフィルタ４０の下面に沿って当該エアフィルタ４０の
一端側４０Ａから他端側４０Ｂまで移動させることができる。
　第５変速車８２～第１０変速車８７は、移動用モータ８１の回転数をブラシユニット５
１がガイドレール５２Ｌ，５２Ｒ上を移動するのに適した回転数まで減速させる減速車と
して機能するとともに、ガイドレール５２Ｌ，５２Ｒのラックギアに噛合うピニオン８８
，９０の回転方向を規定する。
　移動用モータ８１は、図５中の矢印Ｃ方向（時計周り方向）もしくは矢印Ｄ方向（反時
計周り方向）に選択的に回転駆動するように制御される。移動用モータ８１を矢印Ｃ方向
に駆動させると、この移動用モータ８１の回転は、第５変速車８２～第１０変速車８７を
介して減速されるとともに、同一の回転方向のままピニオン８８、９０に伝達される。こ
れにより、ブラシユニット５１はガイドレール５２Ｌ，５２Ｒ上を矢印Ｘ１方向に移動す
る。同様に、移動用モータ８１を矢印Ｄ方向に駆動させると、この移動用モータ８１の回
転は、第５変速車８２～第１０変速車８７を介して減速されつつ、同一の回転方向のまま
ピニオン８８、９０に伝達される。これにより、ブラシユニット５１はガイドレール５２
Ｌ，５２Ｒ上を矢印Ｘ２方向に移動する。
【００２５】
　図６は、ブラシユニット５１の側面図である。
　この図６に示すように、ブラシユニット５１は、回転ブラシ６４の下方に、この回転ブ
ラシ６４で掻き落とした（除去した）塵埃を受けて、この塵埃を一時的に貯める塵埃収容
室（塵埃受け部）６７を備える。この塵埃収容室６７は、図１に示すように、ガイドレー
ル５２Ｌ，５２Ｒ間に突出して、下側ケース６２の幅方向に亘って当該下側ケース６２の
下面に一体に形成されている。
　塵埃収容室６７は、下面に開閉自在な下蓋（底蓋）６８を備え、この下蓋６８は、塵埃
収容室６７に溜まった塵埃をダストボックス５７に投下する際に開放される。この下蓋６
８は、塵埃収容室６７における昇降ユニット３５側の側面６７Ａの下縁部にヒンジ軸６９
を介してヒンジ連結され、通常時には、内部の塵埃が落下しないように閉塞する方向にば
ね付勢されている。
　また、下蓋６８は、ヒンジ軸６９側に延出した延出部６８Ａを備え、この延出部６８Ａ
には、下方に突出する三角形状の複数の突出片９１が形成されている。これら突出片９１
は、塵埃収容室６７の幅方向に所定間隔をあけて略同じ大きさに設けられており、ブラシ
ユニット５１をダストボックス５７上に移動させた場合に、このダストボックス５７と当
接し、ばね力に抗って下蓋６８を開放させる機能を有するものである。
【００２６】
　図７は、ブラシユニット５１とダストボックス５７とを示す側断面図であり、図８は、
ブラシユニット５１がダストボックス５７上に移動した状態を示す側断面図である。これ
ら図７、図８では変速車等の記載を省略している。
　ダストボックス５７は、図７に示すように、上面が開放されて箱状に形成された箱本体
９２と、この箱本体９２の上面を開閉自在な上蓋９３とを備える。この上蓋９３は、図８
に示すように、ブラシユニット５１がダストボックス５７上に移動した際に開放されて、
ブラシユニット５１の塵埃収容室６７から投下された塵埃２００を受ける。
　上蓋９３は、箱本体９２における吸込グリル３０の他方の辺３０Ｂ側に位置する側面９
２Ａの上縁部にヒンジ軸９４を介してヒンジ連結されている。また、箱本体９２の上記側
面９２Ａに対向する側面９２Ｂの上縁部には、上蓋９３の上部に延在するストッパ部９２
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Ｂ１が形成されている。このストッパ部９２Ｂ１は、上蓋９３に当接し、この上蓋９３が
箱本体９２の外側に開放することを規制するものである。また、ヒンジ軸９４には、ばね
部材９５は設けられ、通常時、すなわちブラシユニット５１がダストボックス５７から離
間した際に、このダストボックス５７の内部の塵埃２００が風で吹き上げられないように
上蓋９３を閉塞する方向にばね付勢されている。
　また、上蓋９３は、上方に突出する三角形状の複数の突出片９６が形成されている。こ
れら突出片９６は、ダストボックス５７の幅方向に所定間隔をあけて略同じ大きさに設け
られており、ブラシユニット５１をダストボックス５７上に移動させた場合に、ブラシユ
ニット５１の塵埃収容室６７と当接し、ばね力に抗って上蓋９３を開放させる機能を有す
る。
【００２７】
　本構成では、ダストボックス５７は、吸込グリル３０に着脱自在に支持されている。具
体的には、図７に示すように、吸込グリル３０の上面には、ダストボックス５７を支持す
る一対の支持部３２Ａ，３２Ｂが、当該ダストボックス５７の箱本体９２の幅と略同一の
間隔をあけて立設されており、これら支持部３２Ａ，３２Ｂの内側の面には、凹部３２Ａ
１，３２Ｂ１がそれぞれ形成されている。これら凹部３２Ａ１，３２Ｂ１は、ダストボッ
クス５７の箱本体９２の側面９２Ａ，９２Ｂにそれぞれ形成された突部９７、９８が係止
し、ダストボックス５７が支持部３２Ａ，３２Ｂから容易に脱落することを防止するもの
である。
　ダストボックス５７を支持部３２Ａ，３２Ｂに取り付ける場合には、これら支持部３２
Ａ，３２Ｂ間にダストボックス５７を押し込むことにより、当該支持部３２Ａ，３２Ｂが
、図７中矢印Ｙ方向に湾曲し、上記突部９７，９８が凹部３２Ａ１，３２Ｂ１に嵌ると、
当該支持部３２Ａ，３２Ｂが元の状態に復元するため、ダストボックス５７が支持部３２
Ａ，３２Ｂに係止される。
　また、ダストボックス５７を支持部３２Ａ，３２Ｂから取り外す場合には、例えば、一
方の支持部３２Ａを上記矢印Ｙ方向に湾曲させて、突部９７と凹部３２Ａ１との係合を解
除し、ダストボックス５７を上方に取り外す。これにより、ダストボックス５７を吸込グ
リル３０の支持部３２Ａ，３２Ｂに容易に着脱することができる。
【００２８】
　次に、掃除機構５０の動作について説明する。
　深夜時間帯等、天井埋込型空気調和機１００の運転が停止している場合に、上記した掃
除機構５０が動作される。この掃除機構５０の移動用モータ８１を動作されると、この移
動用モータ８１の回転が複数の変速車を介して、ピニオン８８，９０に伝達され、このピ
ニオン８８，９０の回転によって、ブラシユニット５１がガイドレール５２Ｌ，５２Ｒ上
を往復移動する。
　また、ブラシ駆動モータ７１が動作されると、図７に示すように、このブラシ駆動モー
タ７１の回転が複数の変速車を介して、回転ブラシ６４に伝達され、当該回転ブラシ６４
が図中矢印Ｂ方向に回転する。この回転ブラシ６４の回転により、エアフィルタ４０に付
着した塵埃２００は回転ブラシ６４に掻き落とされ、この回転ブラシ６４に付着する。ケ
ース体６１には、回転ブラシ６４の下方に当該回転ブラシ６４の全幅に渡って延在する塵
埃剥離板５８が取り付けられている。この塵埃剥離板５８は、その先端を回転ブラシ６４
の外周面に略沿う方向に屈曲して当該回転ブラシ６４に接触する爪部を有し、回転ブラシ
６４が回転した場合に、この回転ブラシ６４と上記爪部とが接触して、回転ブラシ６４に
付着した塵埃２００を剥離して塵埃収容室６７に収容させる。
【００２９】
　この塵埃収容室６７に収容された塵埃２００は、塵埃収容室６７（ブラシユニット５１
）がダストボックス５７上に移動した際に、このダストボックス５７内に投下される。具
体的には、ブラシユニット５１がダストボックス５７上に移動する際に、ダストボックス
５７の上蓋９３に形成された突出片９６と、ブラシユニット５１の塵埃収容室６７とが当
接する。この突出片９６は、ブラシユニット５１に向けて下方に延びる斜辺部を備えてい
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るため、この斜辺部と塵埃収容室６７とが当接した状態で、この塵埃収容室６７がダスト
ボックス５７側に移動すると、この移動動作に伴って突出片９６が押され、上蓋９３はヒ
ンジ軸９４を中心に箱本体９２の内側に開放される。
　一方、ブラシユニット５１の塵埃収容室６７の下蓋６８は、この下蓋６８の延出部６８
Ａに形成された突出片９１がダストボックス５７の箱本体９２に当接する。この突出片９
１は、ダストボックス５７に向けて上方に延びる斜辺部を備えているため、この斜辺部と
ダストボックス５７の箱本体９２とが当接した状態で、この塵埃収容室６７がダストボッ
クス５７側に移動すると、この移動動作に伴って突出片９１が押され、下蓋６８はヒンジ
軸９４を中心に塵埃収容室６７の外側に開放される。これにより、塵埃収容室６７内の塵
埃２００は、ダストボックス５７の上蓋９３の上面を経由して当該ダストボックス５７の
箱本体９２内に投下される。
【００３０】
　ダストボックス５７内に塵埃２００が溜まったら、図９に示すように、このダストボッ
クス５７を吸込グリル３０とともに下降させる。このダストボックス５７は、吸込グリル
３０に着脱自在に配置されているため、このダストボックス５７を吸込グリル３０から取
り外して当該ダストボックス５７内の塵埃２００を容易に廃棄することができる。本実施
形態では、天井埋込型空気調和機１００の運転時間が所定時間（例えば３ヶ月）に至った
ら、ダストボックス５７を吸込グリル３０とともに降下させているが、これに限るもので
はなく、例えば、ダストボックス５７内に塵埃２００の量を検出する満量センサを設け、
この満量センサが作動した場合に、ダストボックス５７を降下させる構成としても良い。
【００３１】
　図１０は、フィルタチャンバ２０からフィルタユニット１３０を分解して示す側面図で
ある。また、図１１は、フィルタユニット１３０の回動部を示す模式図であって回動前の
状態を示し、図１２は、図１１の回動後の状態を示す。
　フィルタユニット１３０は、上面視で矩形形状をなしており、フィルタチャンバ２０の
枠部２６Ａの下側であって、吸込開口２６の内側に隙間をあけて組み付けられている。こ
のフィルタユニット１３０には、図１０に示すように、フィルタユニット１３０の枠体１
３０Ａの上面にエアフィルタ４０が着脱可能に嵌め込まれており、このエアフィルタ４０
の下側に上述した掃除機構５０が取り付けられている。
【００３２】
　フィルタチャンバ２０には、図１０に示すように、本体ユニット１内の右側に配置され
た電装ボックス１９と反対側（左側）に２つの回動軸１３２が形成されている。この回動
軸１３２は、吸込開口２６の内側面であって、図１０の紙面奥側の内側面と、この奥側の
内側面と対向する手前側の内側面とにそれぞれの軸線を合わせて配設されている。
　一方、フィルタユニット１３０の枠体１３０Ａには、この回動軸１３２と対応する位置
に、回動軸１３２と嵌合する溝部１３４が形成されている。
【００３３】
　これにより、フィルタユニット１３０は、図１０に示す矢印Ｔの方向に回動軸１３２を
中心に回動可能であり、本体ユニット１に対して開閉自在となる。このとき、回動軸１３
２と反対側に位置する電装ボックス１９の部分は、フィルタユニット１３０の回動動作に
よって大きく開くことになり、作業者が電装ボックス１９を容易にメンテナンスすること
ができるようになる。
　また、電装ボックス１９と掃除機構５０内に設けられたブラシ駆動モータ７１とは、図
示しない配線によって接続され、電源が供給されるようになっている。この配線は、右側
に位置する電装ボックス１９から左側に位置する回動軸１３２の上側へ引き回され、回動
軸１３２を巻くようにしてフィルタユニット１３０内のブラシ駆動モータ７１に接続され
ている。すなわち、フィルタユニット１３０の回動前と回動後で、配線の長さがほぼ等し
くなるように引き回されていると共に、回動動作によって配線が挟まれにくいようになっ
ている。
【００３４】



(10) JP 2010-71502 A 2010.4.2

10

20

30

40

50

　溝部１３４の形状は、図１１及び図１２に示すように、上側水平溝部１３４Ａと、この
上側水平溝部１３４Ａの右端から右斜め下側に向けて傾斜する傾斜溝部１３４Ｂと、傾斜
溝部１３４Ｂの下端から右側に向けて延びる下側水平溝部１３４Ｃとを有している。これ
らの溝部１３４の形状は、フィルタユニット１３０を回動軸１３２を中心に回動させると
きにフィルタユニット１３０の枠体１３０Ａの左側部が吸込開口２６の内側面と干渉しな
いように形成したものであり、フィルタユニット１３０の開閉方向（より詳細には、図１
０におけるフィルタユニット１３０の左右方向）の外形状の大きさを、吸込開口２６の内
方の範囲内でより大きく形成できるようにしている。これにより、エアフィルタ４０を大
きく確保できると共に、掃除機構５０の設置スペースを大きく確保することができる。
【００３５】
　この溝部１３４と回動軸１３２の位置関係について説明する。
　フィルタユニット１３０が回動していない状態（閉状態）では、図１１に示すように、
回動軸１３２は、下側水平溝部１３４Ｃの右側端部に位置する。この状態で、フィルタユ
ニット１３０の右側部分（回動軸１３２を備える左側部分と反対側の部分）は、図示しな
いねじ等でフィルタチャンバ２０に固定され、フィルタユニット１３０が回動しないよう
に支持されている。なお、フィルタユニット１３０の右側部分は、ねじの変わりに、嵌合
や係止によって固定される構造であってもよい。
【００３６】
　図１１の状態からフィルタユニット１３０を回動させるには、まず、フィルタユニット
１３０の右側部分のねじを取り外し、下側水平溝部１３４Ｃの左側端部まで回動軸１３２
が移動するようにフィルタユニット１３０を右側に水平に移動させる。この状態では、フ
ィルタユニット１３０の左上端部Ｐが枠部２６Ａの右先端部Ｑよりも右側に移動するよう
になり、フィルタユニット１３０が時計回りに回動するときに、左上端部Ｐが枠部２６Ａ
と干渉しないようになる。
【００３７】
　この状態からフィルタユニット１３０を回動させる場合、回動軸１３２を傾斜溝部１３
４Ｂに沿って移動させながらフィルタユニット１３０を移動させる。すなわち、傾斜溝部
１３４Ｂの傾斜角度は、回動時にフィルタユニット１３０の左下端部Ｒが吸込開口２６の
内側面と干渉しないように回動可能な角度に形成されている。
【００３８】
　フィルタユニット１３０の回動後は、図１２に示すように、回動軸１３２が上側水平溝
部１３４Ａの左側端部（図１１における左側端部をいう。図１２では、上側になる）に位
置するようになる。この状態では、フィルタユニット１３０は、回動前の状態から時計回
りに約９０度回動することになる。
【００３９】
　以上、説明したように、本実施形態によれば、本体ユニット１と吸込グリル３０との間
には、化粧パネル２１の吸込グリル３０を通じて吸い込んだ空気中の塵埃を捕集するエア
フィルタ４０と、本体ユニット１側に配置された電装ボックス１９と配線で接続され、こ
のエアフィルタ４０に付着した塵埃を除去する掃除機構５０とを有するフィルタユニット
１３０が設けられ、このフィルタユニット１３０は、吸込グリル３０を降下させたときに
、本体ユニット１内の電装ボックス１９が表出可能なように本体ユニット１に対して開閉
自在に取り付けられているので、掃除機構５０が吸込グリル３０と一緒に昇降しなくなり
、昇降ユニット３５に搭載されて吸込グリル３０を昇降させる駆動モータに作用する負荷
を軽減することができる。また、掃除機構５０が吸込グリル３０と一緒に昇降しなくなる
ため、電装ボックス１９から掃除機構５０までの距離がほぼ一定となり、電力供給を配線
などの容易な手段を用いて容易に行うことができる。
　特に、吸込グリル３０と掃除機構５０とが一緒に昇降する場合には、吸込グリル３０と
本体ユニット１との間に配線が挟まれるおそれがあり、これに対処する構造が必要となる
。また、配線で接続しない場合であっても、吸込グリル３０が上昇したときに、電源を掃
除機構５０に送るための構造が必要となる。本発明では、これらの挟み込み及び電源供給



(11) JP 2010-71502 A 2010.4.2

10

20

30

40

50

の構造が必要とならず、配線等の容易な接続方法で電源を供給することができる。
【００４０】
　また、本実施の形態によれば、フィルタユニット１３０は、本体ユニット１又はフィル
タチャンバ２０に回動軸１３２を介して開閉自在に支持されているので、フィルタユニッ
ト１３０の開閉を行う作業者は、回動軸１３２と反対側のフィルタユニット１３０の端部
（図１０における右側部分）のみを押さえて回動させれば良く、作業が軽減されるように
なる。
【００４１】
　さらに、回動軸１３２は、電装ボックス１９の取付位置と反対側に設けられているので
、フィルタユニット１３０が開いた状態で、本体ユニット１又はフィルタチャンバ２０に
対して大きく開口した位置から電装ボックス１９が表出するようになり、作業者が容易に
電装ボックス１９のメンテナンスを行うことができる。
【００４２】
　また、吸込グリル３０は、掃除機構５０で除去された塵埃２００が掃除機構５０から移
されて集積されるダストボックス５７を備えているので、ダストボックス５７が吸込グリ
ル３０と一緒に昇降するので、ダストボックス５７内の塵埃２００の廃棄を容易に行うこ
とができる。
【００４３】
　以上、本発明の実施の形態について述べたが、本発明の技術思想に基づいて各種の変形
および変更が可能である。
　例えば、本実施の形態では、組立性等の向上等を図るために、フィルタチャンバ２０を
本体ユニット１と別体に設けて構成しているが、一体であってもかまわない。すなわち、
本体ユニット１と一体に構成し、フィルタユニット１３０が本体ユニット１に対して開閉
自在に取り付けられている構成にすることで、本体ユニット１に配置された電装ボックス
１９から掃除機構５０までの距離がほぼ一定となり、電力供給を配線などの容易な手段を
用いて容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の実施の形態に係る天井埋込型空気調和機の斜視図である。
【図２】天井埋込型空気調和機の分解斜視図である。
【図３】天井埋込型空気調和機の断面図である。
【図４】ブラシユニットの外観斜視図である。
【図５】図４の状態から上側ケースを外した状態を示す斜視図である。
【図６】ブラシユニットの側面図である。
【図７】ブラシユニットとダストボックスとを示す側断面図である。
【図８】ブラシユニットがダストボックス上に移動した状態を示す側断面図である。
【図９】ダストボックスを吸込グリルとともに下降させた状態を示す天井埋込型空気調和
機の断面図である。
【図１０】フィルタチャンバからフィルタユニットを分解して示す側面図である。
【図１１】フィルタユニットの回動部を示す模式図であって回動前の状態を示したもので
ある。
【図１２】図１１の状態からフィルタユニットを回動させた後の状態を示す模式図である
。
【符号の説明】
【００４５】
　１　本体ユニット
　５　モータ
　７　ターボファン
　９　送風機
　１１　熱交換器
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　１３　ドレンパン
　１４　吸込開口
　１５　吹出開口
　１７　ノズル
　１９　電装ボックス
　２０　フィルタチャンバ
　２１　化粧パネル
　２６　吸込開口
　２６Ａ　枠部
　３０　吸込グリル
　３５　昇降ユニット
　４０　エアフィルタ
　４１　フィルタ素材
　４２　フィルタ支持枠
　５０　掃除機構
　５１　ブラシユニット
　５７　ダストボックス
　７１　ブラシ駆動モータ
　７２　下側ケース
　１００　天井埋込型空気調和機
　１３０　フィルタユニット
　１３０Ａ　枠体
　１３２　回動軸
　１３４　溝部
　１３４Ａ　上側水平溝部
　１３４Ｂ　傾斜溝部
　１３４Ｃ　下側水平溝部
　２００　塵埃
　Ｐ　左上端部
　Ｑ　右先端部
　Ｒ　左下端部



(13) JP 2010-71502 A 2010.4.2

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(14) JP 2010-71502 A 2010.4.2

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(15) JP 2010-71502 A 2010.4.2

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(16) JP 2010-71502 A 2010.4.2

10

フロントページの続き

(72)発明者  小倉　信博
            大阪府守口市京阪本通２丁目５番５号　三洋電機株式会社内
(72)発明者  林　貴一
            大阪府守口市京阪本通２丁目５番５号　三洋電機株式会社内
(72)発明者  新井　洋一
            大阪府守口市京阪本通２丁目５番５号　三洋電機株式会社内
(72)発明者  伊藤　将
            大阪府守口市京阪本通２丁目５番５号　三洋電機株式会社内
(72)発明者  石関　昌幸
            大阪府守口市京阪本通２丁目５番５号　三洋電機株式会社内
(72)発明者  六川　元
            大阪府守口市京阪本通２丁目５番５号　三洋電機株式会社内
Ｆターム(参考) 3L051 BA02  BC10  BH04 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

